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【フライヤー・グロービス経営大学院主催の「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」】 

総合グランプリ・自己啓発部門賞をダブル受賞したのは 

『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』 

〜過去最大規模！全国1,300店舗で書店フェアを開催～ 

 
 累計会員数91万人を突破した本の要約サービス「flier」を運営する株式会社フライヤー（本社：

東京都千代田区、代表取締役CEO 大賀康史）とグロービス経営大学院（東京都千代田区、学長：堀

義人）は、「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」の受賞作品を2月15日に発表しました。 

 

 
 

 今回は過去最多のエントリー数となる126冊から、全6部門とグランプリ候補から「有益だった」

「実用的だった」と思うビジネス書を一般投票で決定しました。一般投票における受賞作品と、売上

から選出した書籍に授与した特設賞作品を発表します。一般投票数は昨年の30%増を記録しました。

コロナ禍でビジネスパーソンからビジネス書への関心が高まっていることがわかります。 

 

 総合グランプリに選出されたのは『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』（藤尾秀

昭（監修） 致知出版社）でした。本書は自己啓発部門も受賞しています。 

 

 本発表にあわせて2月16日（水）より順次、紀伊國屋書店新宿本店や八重洲ブックセンター本店な

ど全国約1,300店舗の書店で、受賞作品を展開した店頭フェアを開催します。今回の店頭フェアは過

去最大規模となります。 

 

※実施していない店舗もございますので、ご来店の際は各店舗までご確認いただけますと幸いです。 
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■受賞作品 

 全6部門（自己啓発部門、イノベーション部門、マネジメント部門、政治・経済部門、リベラルア

ーツ部門、ビジネス実務部門）と「総合グランプリ」から、一般投票で選出された書籍は下記のとお

りです。さらに各部門に加え、売上から選出した書籍に特設賞として「ロングセラー賞」を授与しま

した。※その他部門ごとの投票結果は後段に記載しております。 

 

部門名 受賞作品 

総合グランプリ 
『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』 

 （藤尾秀昭（監修）／致知出版社） 

自己啓発部門賞 
『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』 

 （藤尾秀昭（監修）／致知出版社） 

イノベーション部門賞 
『プロセスエコノミー あなたの物語が価値になる』 

 （尾原和啓／幻冬舎） 

マネジメント部門賞 

『ビジョナリー・カンパニーZERO  

 ゼロから事業を生み出し、偉大で永続的な企業になる』 

 （ジム・コリンズ、ビル・ラジアー、土方奈美（訳）／日経BP） 

政治・経済部門賞 『稲盛和夫一日一言』（稲盛和夫／致知出版社） 

リベラルアーツ部門賞 『認知症世界の歩き方』（筧裕介／ライツ社） 

ビジネス実務部門賞 『超ファシリテーション力』（平石直之／アスコム） 

ロングセラー賞 『スマホ脳』（アンデシュ・ハンセン、久山葉子（訳）／新潮社） 

 

 

 

 

■受賞作品の総括：今年のキーワードは「普遍的なものへの回帰」 

 

「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」主催 

株式会社フライヤー 代表取締役 大賀康史 

 

 この1年間を振り返るとビジネスパーソンとしても、めまぐるしく移り変わる環

境への対応力が求められる年でした。ビジネスシーンと日々の生活のどちらにおい

ても、多くの人は、情報が不足する状況で難しい判断を求められ続けることに疲れ

ていて、確固たる本質を頼りにしたいと願っているのだと感じます。 

 

 そのような背景と受賞作の傾向から、今回の「ビジネス書グランプリ」のキーワードは「普遍的な

ものへの回帰」です。 

 

 この1年は、ロングセラーが年間の書籍売上の上位に多くランクインし、リベラルアーツの価値が

再注目された年でもありました。コロナ禍において、試行錯誤が続き、変化が激しくなるがゆえに、

普遍性に回帰したのでしょう。この傾向は多くのビジネスパーソンに見られ、ビジネス書のトレンド

にも大きな影響があったように思います。 
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 総合グランプリに輝いたのは、『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』でした。本

書に登場した365人の方はみな個性にあふれていて、似た人はほとんどいません。それでも、本全体

が表現している経営の指針、そして生きる指針は過去も今も変わらないものです。何かを突き詰めて

一流に到達した人にだけ見える景色が束になると、普遍的な本質が浮き彫りになる――そんな印象の

一冊でした。 

 

 加速する変化の中で、私たち自身の中に確固たる指針がなければ、毎日を暮らしていくことですら

も、ストレスにさらされます。変わらない本質や普遍的な教えにすがりたくなるとき、本というメデ

ィアに触れることと同じ感覚を持てるものはありません。長期化するコロナ禍だからこそ、本は私た

ちを支えてくれます。本に関わる方々の存在に、今まで以上に感謝を感じる一年でした。 

 

 年々激しさを増すビジネス書グランプリの受賞レースを勝ち抜いた本は、より多くの人の感動を集

めたものと言えます。私たちはこの会の主催者として、より多くの人に受賞作を届けていくという使

命を持てることを嬉しく感じております。 

 

 

■フェア概要 

 全国約1,300店舗の書店で「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」の受賞作品を展開した店頭フ

ェアを2月16日（水）より順次、開催します。 

 

フェア名 読者が選ぶビジネス書グランプリ2022 

実施店舗数 全国約1,300店舗 

実施期間 2月16日より順次開始し、3月末頃まで実施予定 

営業時間 各店舗の営業時間に準ずる 

展開書籍 「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」受賞作品 

 

 
フェア展開イメージ 
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■「読者が選ぶビジネス書グランプリ」とは 

 「読者が選ぶビジネス書グランプリ」は、その年に発売されたビジネス書のなかから読者（＝ビジ

ネスパーソン）が投票し、読者の視点で「有益だった」「実用的だった」と評価された本を選出する

コンテストです。ビジネスパーソンの読書習慣を育てて出版業界を盛り上げたいという思いから創設

されました。 

 

 第7回目を迎えた今年の「読者が選ぶビジネス書グランプリ2022」では、53社の出版社より119冊

と、フライヤーとグロービス経営大学院らが推薦した書籍を合わせた7冊の合計126冊がエントリーし

ました。今回は過去最多となるエントリー数で、投票数も昨年の30%増を記録しました。 

 

対象書籍 

・2021年12月から2022年11月の間に日本国内で刊行された書籍 

・出版社からのエントリー作品（各出版社1社5冊までエントリー） 

・グロービス経営大学院・flierが選書した書籍を追加した計126冊 

投票者 ビジネス書籍の要約サービス「flier」の会員をはじめ、一般読者による投票 

投票方法 
・一人各部門3票（1冊1票）まで投票 

・投票した書籍の中からグランプリ候補を1冊選択 

投票期間 2021年12月13日（月）～2022年1月10日（月・祝） 

主催 株式会社フライヤー・グロービス経営大学院 

 

 

 

 

■グロービス経営大学院（日本語MBAプログラム 英語MBAプログラム） 

グロービス経営大学院は、2003年開始のグロービス・オリジナルMBAプログラムGDBAを前身として、2

006年に開学（当初は株式会社立、2008年に学校法人に変更）。開学以来、「能力開発」「人的ネッ

トワークの構築」「志の醸成」を教育理念に掲げ、ビジネスの創造や社会の変革に挑戦する高い志を

持ったリーダー輩出のために尽力しています。東京・大阪・名古屋・仙台・福岡の5キャンパスに加

え、2014年からオンラインでプログラムを提供。2017年4月に水戸、同年10月には横浜に特設キャン

パスを開設。2009年にパートタイム英語MBAプログラム、2012年に全日制英語MBAプログラムを開始

し、日本国内のみならず世界各国から留学生を招き入れています。2017年10月には英語オンラインMB

Aプログラム（本科）を開講しました。2006年開学当初78名だった大学院本科入学者数は、2021年4月

には日本語プログラムで1,126名に達し、日本最大のビジネススクールに成長しています。グロービ

ス経営大学院は、今後も創造と変革を担うリーダーの育成を支援し、テクノベート(*)時代の世界No. 

1 MBAを目指していきます。 

(*)テクノベート：テクノロジーとイノベーションを組み合わせたグロービスの造語。 

  

https://mba.globis.ac.jp/
https://www.globis.ac.jp/
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【ご参考】部門ごとの投票結果 

 

■総合順位 

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 
『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』 

 （藤尾秀昭（監修）／致知出版社） 

2 『超ファシリテーション力』（平石直之／アスコム） 

3 
『LISTEN 知性豊かで創造力がある人になれる』 

 （ケイト・マーフィ、篠田真貴子（監訳）、松丸さとみ（訳）／日経BP） 

4 『認知症世界の歩き方』（筧裕介／ライツ社） 

5 『プロセスエコノミー あなたの物語が価値になる』（尾原和啓／幻冬舎） 

6 

『ビジョナリー・カンパニーZERO  

 ゼロから事業を生み出し、偉大で永続的な企業になる』 

 （ジム・コリンズ、ビル・ラジアー、土方奈美（訳）／日経BP） 

7 『稲盛和夫一日一言』（稲盛和夫／致知出版社） 

8 

『今日がもっと楽しくなる行動最適化大全 

 ベストタイムにベストルーティンで常に「最高の1日」を作り出す』 

 （樺沢紫苑／KADOKAWA） 

9 『マイノリティデザイン 「弱さ」を生かせる社会をつくろう』（澤田智洋／ライツ社） 

10 『進化思考 生き残るコンセプトをつくる「変異と適応」』（太刀川英輔／海士の風 ） 

 

 

■自己啓発部門    

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 
『1日1話、読めば心が熱くなる365人の仕事の教科書』 

 （藤尾秀昭（監修）／致知出版社） 

2 
『LISTEN 知性豊かで創造力がある人になれる』 

 （ケイト・マーフィ、篠田真貴子（監訳）、松丸さとみ（訳）／日経BP） 

3 

『今日がもっと楽しくなる行動最適化大全 

 ベストタイムにベストルーティンで常に「最高の1日」を作り出す』 

 （樺沢紫苑／KADOKAWA） 

4 『やる気に頼らず「すぐやる人」になる37のコツ』（大平信孝／かんき出版） 

5 
『ライフピボット 縦横無尽に未来を描く 人生100年時代の転身術』 

（黒田悠介／インプレス） 
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■イノベーション部門    

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 『プロセスエコノミー あなたの物語が価値になる』（尾原和啓／幻冬舎） 

2 『マイノリティデザイン 「弱さ」を生かせる社会をつくろう（澤田智洋／ライツ社） 

3 『進化思考 生き残るコンセプトをつくる「変異と適応」』（太刀川英輔／海士の風 ） 

4 

『2030年 すべてが「加速」する世界に備えよ』 

 （ピーター・ディアマンディス、スティーブン・コトラー、土方奈美（訳） 

 ／ニューズピックス） 

5 『9割の社会問題はビジネスで解決できる』（田口一成／PHP研究所） 

 

■マネジメント部門       

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 

『ビジョナリー・カンパニーZERO  

 ゼロから事業を生み出し、偉大で永続的な企業になる』 

  （ジム・コリンズ、ビル・ラジアー、土方奈美（訳）／日経BP） 

2 
『恐れのない組織「心理的安全性」が学習・イノベーション・成長をもたらす』 

 （エイミー・C・エドモンドソン、野津智子（訳）、村瀬俊朗（解説）／英治出版） 

3 
『ソニー再生 変革を成し遂げた「異端のリーダーシップ」』 

 （平井一夫／日本経済新聞出版） 

4 
『AI分析でわかったトップ５％リーダーの習慣』 

 （越川慎司／ディスカヴァー・トゥエンティワン） 

5 
『できるリーダーは「命令しない」「教えない」 自分で考えて動く部下を育てるコツ』 

 （伊庭正康／大和書房） 

 

 

■政治・経済部門         

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 『稲盛和夫一日一言』（稲盛和夫／致知出版社） 

2 
『LIFE SHIFT2（ライフ・シフト2） 100年時代の行動戦略』 

 （アンドリュー・スコット、リンダ・グラットン、池村千秋（訳）／東洋経済新報社） 

3 『2040年の未来予測』（成毛眞／日経BP） 

4 

『貯金すらまともにできていませんが  

 この先ずっとお金に困らない方法を教えてください！』 

 （大河内薫、若林杏樹（漫画）／サンクチュアリ出版） 

5 『サクッとわかる ビジネス教養 行動経済学』（阿部誠（監修）／新星出版社） 
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■リベラルアーツ部門 

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 『認知症世界の歩き方』（筧裕介／ライツ社） 

2 
『ビジネスの未来 エコノミーにヒューマニティを取り戻す』 

（山口周／プレジデント社） 

3 『教養としての「地政学」入門』（出口治明／日経BP） 

4 
『読書大全 世界のビジネスリーダーが読んでいる経済・哲学・歴史・科学200冊』 

 （堀内勉／日経BP） 

5 
『世界のビジネスエリートが知っている 教養としての茶道』 

 （竹田理絵／自由国民社） 

 

 

■ビジネス実務部門    

順位 書籍名（著者名／出版社名） 

1 『超ファシリテーション力』（平石直之／アスコム） 

2 
『よけいなひと言を好かれるセリフに変える働く人のための言いかえ図鑑』 

 （大野萌子／サンマーク出版） 

3 
『「文章術のベストセラー100冊」のポイントを1冊にまとめてみた。』 

 （藤𠮷豊、小川真理子／日経BP） 

4 
『トヨタの会議は30分 GAFAMやBATHにも負けない 

 最速・骨太のビジネスコミュニケーション術』（山本大平／すばる舎） 

5 
『セールスコピー大全 見て、読んで、買ってもらえるコトバの作り方』 

 （大橋一慶／ぱる出版 ） 
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累計会員数91万人突破、2年前の2倍強と近年急成長、法人契約も好調 

ビジネス書1冊の大筋を10分で理解できる、書籍要約サービス「フライヤー」 

要約は2,700冊越え、ビジネスパーソンの“スキマ時間”活用に一役 

 
 株式会社フライヤーは、本の要約サービス「flier（フライヤー）」を運営する、ITベンチャー（2013年6月設

立）です。最大の特長は「書評（レビュー）」ではなく「要約」である点です。書き手の主観が入る書評とは異

なり、著者の主張や論理（重要ポイントや全体像）を忠実にまとめ、読者に伝えます。書評でないため、出版社

と著者から要約の許可を得る必要があり、要約した原稿にも目を通していただくことで、高品質なサービスを提

供しています。 

 

 要約の文字量は4,000字ほどで、10分程度で読める工夫をしています。「flier」には、新刊（掲載書籍の8

割）を中心に、毎日1冊の要約文をアップ。現在2,700冊超（2021.1）を掲載しています。要約記事は自社の編集

者に加えて、経験豊富な外部ライター約50人が作成します。 

サービスは、出版社や書店からも好評です。要約を読み終えた人の15～20%がアマゾンなどのECサイトへアクセ

スします。多くの出版社から「書籍の売り上げが上がった」「増刷になった」といった評価を得ています。 

 

 書店チェーンの「未来屋書店」（イオングループ）では、書籍のPOPに付くQRコードから、flier内の要約ペー

ジを“立ち読み”できる施策を展開し、対象書籍の売り上げを伸ばしています。この実績が評価され、大手書店

と「flier棚」を設置したフェアを協業しています。 

 

 利用者は、通勤や休憩時といったスキマ時間を有効活用し、効率よくビジネスのヒントやスキル、教養を身に

つけたい知的好奇心の旺盛なビジネスパーソンです。 

 

 最近は、社員教育の一環として法人契約する企業も増え続けています。また、AIの音声読み上げ機能や、ユー

ザー同士で要約から得た学びを情報交換（シェア）するSNSサービスなど、新たな施策も好調です。日本の人事

部「HRアワード2021」ではプロフェッショナル部門の人材開発・育成部門で「flier法人版」が最優秀賞を受賞

しました。 

 

 要約書籍の冊数増とともに、累計会員数もサービス開始から右肩上がりで、現在の同会員数は2年前の2倍強

（前年比も1.5倍）と近年急拡大。法人契約社数も好調で、2年前の3倍強の増加率で急伸しています。今後は、2

022年1月に91万人に達した個人と法人を合算した累計会員数を、2022年中に120万人超まで引き上げたい考えで

す。 

 
 

報道各位からのお問い合わせ先 

「フライヤー」PR事務局：高山、石渡（株式会社オンヨミ内） 

TEL：050-3703-8509 [高山]／050-3568-7589 [石渡] MAIL：flier-pr@onyomi.jp 

 


